






はじめに 

 現在、全国的に実施されている先天代謝異常症およびクレチン症スクリーニングの技術

水準を知るために、外部標準検体を用いた精度管理を行なっている。先天代謝異常スクリ

ーニングの精度管理は、昭和 52 年 11 月から開始し、クレチン症に関しては昭和 59 年 8

月から開始した。最近、南太平洋地域(ニュージーランド、オーストラリア)でも我が国の

体制にならい、精度管理を始めた。昨年 11 月、テキサス州にて開催された新生児スクリー

ニング国際会議においても精度管理に関するワークショップが行なわれた。この席上で各

国の精度管理についての論議がなされ、今後各国で精度管理を実施すると共に、スクリー

ニングの不正確さを生ぜしめる要因の研究、基準物質の標準化の検討が必要という結論が

まとめられた。このため、世界的規模の精度管理に関するワークショップが昭和 62 年と

63 年に開催される予定である。 


